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要   旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県下では、ほとんどの自治体が、非核平和都市を宣言しています。全国的にも 90％の自治体が、非核

とついた宣言を実施しています。市長が目指すアジアのリーダー都市にふさわしい福岡市非核平和都市

宣言を発表し、被爆国の国民として、姿勢を示してほしいと考えます。 
 2017 年に国連で採択された核兵器禁止条約が、昨年１月に発効されました。これは世界の市民社会が

一つになり実現したものです。 
 被爆者は、後世の人々が生き地獄を体験しないように、生きている間に何としても戦争のない、核兵

器のない世界を実現したいと切望しています。 
よって、以下の事項を請願します。 
 

１．市は非核平和都市宣言を早期に実施すること。 
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